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【ハウスふき】
地下茎から出てきた葉の柄が可食
部の、独特のほろ苦い味と香り、歯
ごたえが特徴の春の山菜です。本市
ではハウスで促成栽培が行われ、
12月～７月まで出荷。ハウスふきは
柔らかく、良好な品質で市場でも高
評価を得ています。




